
富士宮市朝霧地区は、富士山を望む広大な牧草風景に代表される優れた

 

景観に恵まれた地域です。しかしながら、朝霧地区の道路沿線には、広告看板

 

が乱立しており、優れた景観の阻害要因のひとつになっています。

富士宮市

 

朝霧地区

富士山世界文化遺産登録に向けた取り組みの一環として、

 

富士宮市朝霧地区では景観を向上させるため、国土交通省、静岡県、富士宮市、

 

ＮＰＯの４者が協働し、「集約案内サイン」の取り組みを行っています。今回の

 

朝霧地区の取り組みでは、幹線道路の主要交差点３箇所において、既設看板等の

 

集約化を図ります。

●これまでの活動状況(平成19年度より)

不法看板の撤去 看板の集約化・ガードレール等のプチメンテ

・実施地域：静岡県富士宮市朝霧地区
・実施期間：平成24年2月11日(土)～
・実施内容：集約案内サイン３箇所設置
・実施機関：国土交通省静岡国道事務所、静岡県

ぐるり・富士山風景街道アクションネットワーク
（ＮＰＯ法人地域づくりサポートネット・富士宮市都市計画課）

●位置図

背景

４者協働の取り組み

静岡県富士宮市朝霧地区

ぐるり・富士山風景街道

Ｈ２０．３．１１ Ｈ２２．１１．１６

トピックス

～富士宮市朝霧地区の集約案内サイン～

富士山世界文化遺産登録に向けた景観向上の取り組み！



新たに設置した集約案内サインの周辺環境への調和や視認性の向上

 

等について、モニターアンケートを実施し、効果検証を行います。さらに、民間

 

の広告看板を道路に集約・設置する、道路の新しい維持管理の仕組みも検討して

 

行きます。この取り組みの成果を生かし、富士山周辺地域全体に同様の取り組み

 

を展開していくことを目指しています。

実施概要


	スライド番号 1
	スライド番号 2

